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田 中 雅 一一*
概して，現代の国民一国家は，……差異に対しては分類学的な管理を行い，多様な国際的スベクタク
ルを創出しては差異を懐柔し，世界的あるいはコスモポリタン的な舞台の上で少数派集団が自己表現










以下ではシンガポールのヒンドゥ一教を理解するために 2つの点について述べておきた l ¥0


















































スペクタクル化で:ある。マカルーン [ 1 988 : 391-395J に よ る と ， 1. 観る対象と な る も の ，




























2 多民族国家 シ ン ガポ ー ル
シンガポールは沖縄本島より少し大きめの小さな島国であり，民族間，あるいは宗教聞の対
立は国家そのものの消滅につながりかねな L 、。このため，シンガポールでは，国家統合という
視点、から少数民族政策や宗教政策が提案されてきた [Lai 2004J 。 シ ン ガ ポ ー ル は1963 年に
マレ一連邦の一員として独立，その 2年後に分離独立する。シンガポールは，いまでこそ治安
の高さで有名であるが，マレーシア連邦への参加直後の 1 964年 7月にマレ一人による大規模
な暴動があった 12)。その際生じたのが，国家は保証されたが国民は不在という状況であった
[Lian1999:40J 。
1965 年8 月9 日 ， マ レ ー シ アか ら の独立の直前に ， 首相 と な る リ ー ・ ク ア ン ユ ー が記者会
見でつぎのように述べている。
わたしたちは，シンガポールで多人種の国民 a multi-racialnation を も つ こ と に な る 。
私たちがモデルを示すことになろう。この国は，マレ一人だけが国民ではない。中国人
(華人)だけが国民ではな l 'aインド人だけが国民ではな l 'aみんなが自分たちの場所を
もち，言語，文化，宗教について平等なのだ [Kho 1979:29J 。
ここには多民族社会という明白な認識が認められるが，独立当初はむしろ民族融合，新たな
シンガポール人の創出が試みられた問。その後各民族の特徴を強調する政策転換が生じること
になる a 1970 年代末以後に お け る 多民族主義の前提 と な っ た の は， シ ン ガ ポ ー ル は中国系
Chinese ， マ レ 一系Malays ， イ ン ド 系Indians ， そ の他Others (ヨーロッパ系など)の 4つ(英
語の頭文字をとって， CMIO と表現さ れ る ) の諸民族か ら成立 し てお り ， こ れ ら の集団に は特定の
言語，文化，宗教などが対応するという考え方である。そして， 70 年代末に始ま る 「華語を
話そうキャンペーン Speak MandarinCampaignJ ， 言語教育の整備14) や ， 80 年代の儒教， ヒ
ンドゥー教，キリスト教などの宗教教育の導入が実現した。しかし，キリスト教勢力の拡大に





















見あたらなかった。 2000年のシンガポールの人口， 326 万の う ち ， お よ そ26 万人， すなわ ち






局 The HinduEndowmentsBoard で， も う l つ は ヒ ン ド ゥ ー諮問局The HinduAdvisory
Board であ る 。 前者の前身は イ ス ラ ー ム と ヒ ン ド ゥ 一教の慈善寄進委員会The Mohammedｭ
anandHinduCharitableEndowmentsBoard と い う 名で1905 年に設置さ れた。 そ の き っ
かけとなったのは， 1905 年， ペナ ンでモ ス ク ， 墓地， 寺院な どのた め に土地を配分 し た に も
かかわらずその一部が売買されるという事件である。宗教施設の健全な運営と管理の強化をめ
ざして法律が制定されたのである 22)0 1968 年， シ ン ガポ ー ル独立後， こ れはHEB と ム ス リ ム
宗教カウンシル The MusulimReligiousCouncil , TheMajlisUgamaIslamSingapura に
分かれた。ヒンドゥー寄進局のメンバーは社会開発・青年・スポーツ省 Min istry ofCommu・
nityDevelopment ,YouthandSports に よ っ て任命さ れ， 3 年間の任期であ る 。 そ の中心と










もう lつのヒンドゥー諮問局は，インド系ムスリムの反乱 Singapore Mutiny を き っ か け




4 ヒ ン ド ゥ ー教の習合的性格
図 1ヒンドゥー寺院の前で中国式に礼拝す
る中国系シンガポール人
Hil Temple) ， 仏 教 徒 が こ れ ら の ヒ ン
ドゥー寺院にやってくることもまれではな
い(図 1 )26) 。 ま た ， ヒ ン ド ゥ 一 孝文 j走が中
Timah Road の ム ルガ ン ・ ヒ ル寺院Murugan
南インドの場合と同じく，シンガポールにおいても寺院は重要な役割を果たしてきた。シン



























5 ヒ ン ド ゥ ー ・ セ ン タ ー と宗教教育
本章ではヒンドゥー教のテクス卜化について述べたい。若者のヒンドゥー教離れを阻止する
ために，多くの民間団体が独自の宗教教育プログラムを作成し，これを実施してきた。ヒン
ドゥ-・センタ- Hindu Centre はそ の種の団体のl つで， 1978 年に設立さ れた。 こ れま で
に多くのセミナーやワークショッフ。を組織してきた。その目的としてシンガポールでのヒン
ドゥー教の学習と実践を促進すること，宗教的慣用と異民族問の調和を保持すること，家族
の粋を保持し，若者のエネルギーを生産的なものに変えることをあげている [Stra its Times

















ヒンドゥー・センターは設立されたのである [Hindu Centre1982:33J 。
若い世代にヒンドゥ一教の本質を伝える方法は，儀礼や原典を通じてではなく，簡単な英語
で教えるということであった。





る生徒たちに宗教知識 Religious Knowledge と い う 科目 を必須科目 と し て導入す る こ と を決
定した。初年度の 1984年は，キリスト教，仏教それからイスラー ム，ヒンドゥー 教と世界宗教

























InternationalCentreofEducation で英語を教え る マ ノ ー ジ ・ ダー スManoj Das であ っ た。
詳しいことは分からないが，かれにはすでにたくさんの著作があり，またその名前からタミル
人ではないことがわかる。そして，世界的に有名なベンガル出身の宗教思想家で、英国で、教育を
受けたオーロビンド・ゴーシュ Aurobindo Gosh0872-1950)32) と 密接に関わ っ て い る こ と
から，インドのある地域に偏らない，世界に通じる世界宗教としてのヒンドゥー教の普及を目
的とするヒンドゥー・センターの意向とダースのキャリアは合致していたと言えるOそこで強








以下ではカーヴァディとタイ・プーサム祭についての記述に移りた l ' o


























図 2カーヴァディ [Sonnerat 1782,pI.71]



































図 4 パ ラ ニ丘



































7 タ イ ・ プー サ ム 35 )
7-1 縁 起
シンガポールのインド系住民にとって重要な祭りは 3つある。 1つはディーワーリー










ミル暦 1月半ばから 2月半ば)のプーサムの日に行われる。プーサム ρucαm Cpuりα) と は ， 月 の












7-2 チ ェ ッ テ ィ ヤ ー ル
タイ・プーサムを祝う寺院は，シンガポールで勢力を誇ってきたチェッティヤール(金貸し
商人)・カーストが管理する，タンク・ロードに位置するムルガン CThandayアuthapani37 ) 寺院



















に深く関わっていた 17家族から 6名の男性が管理委員に選ば、れる 38)。この寺院には肉食のパ
ンダー ラム司祭と菜食のバラモン司祭が複数雇用されている。前者が本尊のムルガンを，後者






祭りの前日早朝 4時に礼拝 teivariU，α 1)aiがあり，その後，寺院の管理委員長(チェッティ
ヤール)が，行進用の神像の前でバラモン司祭によるサンカルパ (s的初lpa請願儀礼)を受ける O
そして， 4 時半に ， 行進用の ム ルガ ン像がム ルガ ン寺院の境内か ら銀色の山車へ と運ばれ， そ
こでまず委員長から，そして多くの信者から布(衣服)や花輪などの供物を受ける。車で号|か
れて山車がムルガン寺院から中華街に近いサウス・ブリッジ・ロードのマーリ女神寺院へと向






位置する象頭神ヴィナーヤガ (Si th i Vinahagar)4 1) 寺院に向か う (図 9 ) 。 チ ェ ッ テ ィ ヤ ー ルた
ちはここで軽食を受け取る。山車は夕刻までとどまる。片道およそ 2.5キロの距離である。そ
の後，カーヴァデ戸ィがムルガン寺院から車で運び込まれる。
午後 2時にミルク粥 (ρo角的l) 42)を炊いて，これをヴィナーヤガに供える。 2週間にわたっ
て禁欲・菜食を守ってきた男たちがカーヴァディの用意をする O査を香煙で浄め，粗糖を 2つ












100 名が ム ル ガ ン寺院に向か う (図
10) 。 図 1 0 カ ー ヴ ァ デ ィ を担 ぐ チ ェ ッ テ ィ ヤ ー ル









た途中で Bank of India , Indian
OverseasBank , IndianBank そ
して UcoBankの前で飲料水やス
イートなどを行列に参加している
人々が受け取る o 9 時過 ぎに ム ルガ




チェッティヤールたちは翌日早朝 4時にミルク粥を炊き， 4 時半に も カ ー ヴ ァ デ ィ や頭に ミ
ルク壷 lつを乗せる儀礼，パールクダム ρi1rku tamを行う。後者はほとんど女性で参加者は
80 名足 ら ずで あ る (図11) 。 今度 は， カ ー ヴ ァ デ ィ と パ ー ル ク ダ ム の参加者あ わせてお よ そ







さて，ここでチエソティヤールの活動から離れて，一般の参加者に眼を転じた~ '0 前 日 ， ム
ルガン寺院から 4キロほど北にあるセラングーン・ロードのヴィシュヌ CSrin i vasa
















図 1 2 顔面に ヴ ェ ー ルを刺す男た ち
-17-














kClVati， 少数だが背中 に鈎を刺 し て， そ こ に と お し た ロ ー プで山車iratαm を引 く 力 一 ヴ ァ
ディ irata kavati。 最後に， 金属製の 力 一 ヴ ァ デ ィ ( ア ラ フ ・ カ ー ヴ ァ デ ィ ， ala初 初仰が， spiked
kavadD であ る 。 こ れは ， 数 も少な いが， も っ と も人目 をヲ | く 。 人に よ っ て は頬や舌に針を刺
す。これに加えて顔などに針を刺したり，ライムや小さな査を鈎で体に吊したりすることも許
されている。








ムルガン寺院では，およそ 15， 000人に食事を用意する O






図 14アラフ・カーヴァディ(インド) 図 15アラフ・カーヴァディ(インド)












の参加は例外なく言及されている(図 16，図 1 7) 5])。 ま た政治家な どの動向 も報告 さ れてい る 。
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図 17 タ イ ・ プ ー サ ム に参加す る 2 名
の中国系シンガポール人





























9-1 反バ ラ モ ン運動 と儀礼改革




した。 19 17年に正義党が， 1923 年に は ， ペ リ ヤ ー ル と 呼ばれた ラ ー マ ス ワ ー ミ ・ ナ ー イ カ ル
E.V.RamaswamiNaicker(1879-1973) の 自尊運動 Self RespectMovement が始ま る 。
自尊運動は海外のインド系移民にも影響をおよぼし， 1929 年の ナ ー イ カ ルの マ レ ー シ ア訪
問を機に 1932年にはマレ一半島のタミル社会の間で、もタミル改革協会 Tamils ReformAssoｭ


















はその禁止を解いている [Nai r 1972:34J 。 ム ルガ ン寺院で タ イ ・ プ ー サ ム祭の と き に行われ
る剃髪も 1 955-56 年の2 年にわ た っ て改革運動に よ っ て禁止 さ れた と い う[Muthuswamy
1958:124J 。
さて， 1935 年に創刊さ れた 「 タ ミ ル ・ ム ラ ス Tamil MurasuJ 紙は ， タ ミ ル改革協会の会
誌とも言えるものであったが 58)，ここでもタイ・プーサムは批判されている [T，αmil Murasu
1940 Jo 上半身に小さ な金属製の壷を フ ソ ク で垂 ら し てい る 男性の写真の下に掲げ ら れて い る
キャプションはつぎのようなものだ。「へイ，シャンムガム，そんなに多くの壷を体に吊すた
め，いったいどんな罪をこの男は犯したのだ? J[TamilMurasu1940.1.3 1] 。 同 じ く ア ラ
フ・カーヴァディの写真には「あの世で救い m6tcamを得るためにこの世でんな地獄を経
験している信徒たち ραた的地α ?J [1940.1.3 1] と い う 説明があ る 。 さ ら に ， 翌 日 の写真説明
にも「真の信心 ur; maipti りα ρaktiの代わりに針を自分の体に刺してアールムガナーダン
Arumukanadan 神59)の恩恵 arulを受け取れ る と信 じ て い る信徒た ち J [1940.2.1J な ど， 解














1973 年か ら ， HEB は路上で音楽や ダ ン ス をす る こ と を禁 じ て い る 61) 。 し か し ， こ う し た規
制はうまくし、かなかったようだ。その 5年後の 1 978年，シンガポールの英紙『ストレイツ・





たちの批判的な意見を紹介している o I タ イ ・ プー サ ム は カ ー ニ ヴ ァ ルみた い な も の に な っ て




outsiders> な の だ。 」 類似の批判が翌年の タ イ ・ プ ー サ ム につ いて も な さ れて い る [Straits
Times1979.2.5J 。
1982 年9 月 に は ヒ ン ド ゥ ー 諮問委員会の委員長， ナ ー ダ ン(S. R.Nathan) 氏が， ヒ ン
ドゥー・センターのセミナーでタイ・プーサムを取りあげ，それがカーニヴァルのようで露
出趣味としか思えないと指摘している [Straits Times1982.9.I I] 。 繰 り 返すが， こ れは ヒ ン
ドゥー・センターの目的である若者教育の重要 J性の強調に結び、っき，さらにはセンターそのも
のの正当化に連なる。




弱の差はあれ， 1991 年 [Straits Times1991.2.













Sing ，αpore Hindu の表紙を対称性の美が強調さ れ 図 18 ~シンガポール・ヒンドゥ-~誌





ば 1995 年 に は カ ー ヴ ァ デ ィ の 高 さ




























図 19カーヴァディについての規制 (2002 )
- 24
メートル)と幅 (2 .9メートノレ)などが





10 パ ブの タ イ ・ プー サ ム論再考


































































ている(図 20) [CurriculumDevelopmentInstituteofSingapore1986:54J 。 それは， かろ
うじてテクス卜化の表象として耐えうるものとなっている。この表象は，すでに指摘した「シ
ンガポール・ヒンドゥー』紙のカーヴァディの表象と類似している。
このカーヴァディのイラストについて， 7 つ の質問がな さ れてい る 。 それは ， 1.このイラ
ストがどの祭りと関係しているのか， 2. そ の祭 り と 結び、つ いて い る神の名前はな にか， 3.
どうしてこの神を崇拝するのか， 4. な にを信徒は運ぶのか， 5. なぜ こ れがな さ れ る のか，




































か祝日は与えられていない。インド系の場合， 1 つ は全イ ン ド的な祭 り であ る デ ィ ーパー ヴ ァ
リーに，もう lつは同じインド系に分類されているシンハラ人を想定した仏教の祭日(ウェ



















己表現できるという夢想をもって彼らを骨抜きにする J [アパデュライ 2004 : 80J と榔撤す る
状況が生まれる。少数民族は国家によってその存在を保証され，それが多くの外国人観光客が
集まる国際的な舞台で表現されるというのである O
12 ス ペ ク タ ク ルの逆説
従来のスペクタクル論における基調は，儀礼が世俗化することでスペクタクルになるという
単線的な近代化論に沿ったものである。たとえば，マカルーン[1988 : 396J に よ る と ス ペ ク
タクルは自発的な関わりを基礎とする点で，より義務的な祭り fest ivalと区別される。また，








































支えようとする形式のハリ・カンブ・カーヴァディ kari kampukavati が発明 さ れた。 こ れは
現時点では少数であることもあり問題視されていないが，近い将来規制の対象になり，実践者
との間で葛藤が生じるかもしれな ~ '\ o
また，今は共存という形で理解されている非ヒンドゥー教徒の参加であるが，これもいつ搾










1993 , 2000J にお け る生の復権の拠点と し て， ス ペ ク タ ク ルの逆説を含みなが ら ， 人々 を ま す
ます魅了している。

















年度)および文化庁プロジェク卜「世界の宗教事情 J (2000-2003 年度) に よ っ て可能 と な っ




が使用している。ほかにインドネシアのバリの宗教についてギアツ [Geertz 1973:177J に よ る





3) いわゆ る19 世紀に生ま れ る さ ま ざ ま な運動 ( ブ ラ フ マ ・ サ マ ー ジ， ア ー リ ヤ ・ サ マ ー ジ な ど
のネオ・ヒンドゥー教)はこうした例ととらえることができる。スリランカにおいてもキリスト
教との接触を通じて，仏教徒やヒンドゥ一教徒にあらたな意識が生まれたとされている tゴンブ
リッチ&オベーセーカラ 2002 : 305-362J 。 本論では考察の対象外であ る が， 異宗教と の接触
を通じて同じことがヒンドゥー教の長い歴史の聞に何度も生じたであろうことは想像に難くな l ' o
4) た と え ば20 世紀初頭に書かれ たFarqurar 口912， 1920J な どの概説書が与え た影響に つ い
て von Steitencron[1995:77J を参照。
5) 継承 と い う 性格を強調す る と マ ニ ュ ア ル (化 さ れた) 知識manual knowledge と い う 概念
[ReynoldsforthcomingJ と も類似 してい る 。
6)しかし，この間いが妥当ではない，というのではな L 、。テクスト化をめぐる古典的な人類史的




7) サ テ ィ ー につ いては田中 [1998J ， ま た イ ン ド お よ び独立後の ス リ ラ ン カ の改革運動につ いて
は田中[1999Jを参照。本稿はマレ一半島での改革運動を取り扱っているという意味で田中
[1999Jの続編である。
8) ス ペ ク タ ク ルにつ いて は他に[Manning 1992J を参照。
9) シ ン ガ ポ ー ル政府観光局Singapore TouristBoard に よ る2005 年のパ ン フ レ ッ ト で は，
spectacular と い う 形容詞が本稿で扱 う タ イ ・ プー サ ム祭 り に使われて い る 。 タ イ ・ プー サ ム に
ついては類似の指摘が [Karen Chia1999;28J に お いて も な さ れてい る 。 な お ， シ ン ガポ ー ル
においてスペクタクルとされる典型は独立記念日に行われる催しである。これについては，
[Leong1999J や [Lim 1999J を参照。
10) 本稿で は取 り 扱わな いが， ス ペ ク タ ク ル化の典型は儀礼の芸能化であ ろ う 。
11) ス ペ ク タ ク ル と い う 用語は使 っ てい な いが， パ リ の ヒ ン ド ゥ 一教に見 られ る類似の矛盾する動
きについては山下の指摘[1 999 : 106-107J があ る 。
12) 1964 年の暴動につ いて は[Cluterbuck 1985:319-322J を参照。 ま た1970 年代前半のキ リ
ス卜教徒の大学生を中心とした反政府活動および宗教教育の廃止を引き起こしたとされるキリス
ト教徒の反政府活動については [Tamney 1996:28-33J を参照。 そ の他の民族 ・ 宗教対立に
関わる問題については [Narayanan 2004J が詳 し し 、 。
13) タ ン[Tan 2004J は シ ン ガポ ー ルの民族政策を独立後か ら ， 第l 期1965-1979 ， 第2 期1979ｭ











14) シ ン ガポ ー ルの言語政策につ いては [岡部1984， 田中1987， 田村2000 :242-249J を参照。
15) 例外は1980 年代末か ら90 年代初頭にかけてス リ ラ ン カ での分離独立をめ ざす タ ミ ル人過激派
とシンガポールのタミル系コミュニティとの関係が取りざたされたときである。
16) こ の点につ いて は[PuruShotam 1998J を参照。




18) シ ン ガポ ー ルの イ ン ド系移民につ いて は[Mani 1977, 1993;Sandhu1993J を参照。
19) 2000 年の統計で は総人口 が326 万， そ の う ち ， 中国系が76.8 パ ー セ ン ト ， マ レ 一 系が13.9
ノf一セント，インド系人口が 7.9パーセントである。宗教では， 15 歳以上の人口 に限 っ て言 う と ，
仏教が 42 .5パーセント，道教など中国の伝統宗教が 8.5パーセント，イスラームが 14 .9パーセ
ント，キリスト教 1 4 .6パーセント，そして，ヒンドゥ一教徒が 4.0パーセントである。それ以外
の宗教が 0 .6パーセント，無宗教が 14.8パーセントである。 1 980年の統計と比べると，この 20
年間の顕著な傾向は，仏教が 27 .0パーセントから 42 .5パーセントへと急増し，道教などが 30 .0
ノf一セントから 8.5パーセントへと急減している。そして，キリスト教が 10.1パーセントから
14.6 パー セ ン ト へ と漸増 し てい る 。2003 年の統計では総人口が344 万であ る 。 ただ し ， こ れに
加えて外国人居住者が 80万人近くいる。 (htt p : //www. singsta t. gov . sg/keysta ts/c 2000/
handbook.pdf2004.11.15 参照)
20) 1980 年の統計では イ ン ド系 シ ン ガポ ー ル人の62.0 パー セ ン ト を タ ミ ル系住民が占め る O
2 1) ヒ ン ド ゥ ー教徒は1980 年で は56.3 パー セ ン ト ， 1990 年で53 .1 パ ー セ ン ト ， 2000 年で は55 .4
ノf一セントを占める。
22) こ の点につ いて は[Kho 1979:6J を参照。 ち なみに， 南イ ン ド ( マ ド ラ ス 州 ) で は1926 年
に類似の委員会が設置されている。詳しくは[田中 2002aJを参照。
23) 4 つ の寺院 と は ， マ ー リ 女神寺院Sri MariammanTemple (建立 1 827年) ，ヴィシュヌ寺院
SriSrinivasaPerumalTemple (建立 1 855年)，シヴァ寺院 Sri SivanTemple (建立 182 1
年) ，カーリ一女神寺院 Sri VairavimadaKaliammanTemple(建立 1 860年)である。
24) 詳 し く はhttp://www.heb.gov.sg/(2004.1 1.15) を見よ 。
25) そ の典型がMarsiling Rise の シ ヴ ァ ・ ク リ シ ュ ナ寺院であ る 。 こ れは ヴ ィ シ ュ ヌ の化身であ
るとされるクリシュナとシヴァを主神とする寺院である。
26) た と え ば， 近接す るDepot Road の 斉天大誕廟 と ル ド ゥ ラ ・ カ ー リ 一 女神寺院Ruthra
KaliammanTemple につ いての記事 [Stra its Times1989.2.3J やWaterloo Street の観音堂
悌祖廟とクリシュナ寺院 Sri KrishnaTemple につ いての記事 [Stra its Times1989.11.2J を
参照。
27) こ れにつ いて は [福浦2005J を参照。
28) 統計か ら も 明 ら かな よ う に ， キ リ ス ト 教徒の数は年 々 増え て い る 。 ヒ ン ド ゥ ー教徒の数 は
1990 年か ら 見る と す こ し持ち 直 し て い る 。 注目参照。
29) 統計的に無宗教と さ れ る 人々 の数は1980 年の13 ノ ず 一 セ ン ト か ら1990 年の14.1 パ ー セ ン ト ，
2000 年の14.8 パー セ ン ト へ と増加 し てい る 。
30) 宗教教育の導入 と廃止の背景につ いて は[Chua 1995:21, Tamney1996:25-27J を参照。
また田村 [2000 :249-262J も詳 し し 、
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31) 1980 年 と190 年を比較す る と ， 中国系住民の間でキ リ ス ト 教徒が占め る割合は10.7 パー セ ン
トから 14 .1パーセントへと増加している [Tamney 1996:33J 。
32) オ ー ロ ビ ン ド ・ ゴー シ ュ は1893 年に ケ ン ブ リ ッ ジか ら帰国す る ま で14 年間英国で過ご し てい
るO帰国後はインドの文化と言語について研究する。 1905年以後過激なナショナリズム運動に
関わり，ほどなくして 1 908年に検挙されて刑務所に送られる o 1 年後に解放さ れ る が， 刑務所で
の体験が彼のその後を決定する Oかれは政治活動を放棄し，ヨーガの実践者となり， 1910 年に南
インドのポンディシエリーに道場を聞く。 1 926年には引退を決める。なお，かれの著作はすべて
英語で書かれている。
33) カ ー ヴ ァ デ ィ につ いてはすでに別の と こ ろ [田中2004J で紹介 してい る 。 本節はそれ と重複
することをことわっておきたい。




35) タ イ ・ プ ー サ ム の記述は 田中 自 身の観察(2002 年1 月 と2005 年1 月 ) に 基づ く が， 一部
Babb [1976J とEvers andPavadarayan [1 993J を も参照 し た。 他に Sinha [1987:118ｭ
126J も詳 し し 、 。
36) 古典文献では， こ の月 (プ シ ャ ヤ月 ) は月 がプー サ ム (プ シ ャ ヤ ) 宿に入 っ て， 満月 に な る 月
とされている(京都産業大学教授矢野道雄氏の御教示による)。
37) 以下で はたんに ム ルガ ン寺院と呼ぶ。
38) 寺院管理に つ い て は[Muthuswamy 1958J が詳 し い。 も と も と 金貸 し 業 に従事 し て い た
チェッティヤールが管理する資格を持っていたが，今日金貸し業そのものがほぼ消滅した。 2008
年に根本的な改革がなされるとし寸。なお，管理委員会は祭りの翌日に毎年替わる。
39) 寺院を出てか ら の往路はTank Road , ClemenceauAvenue , FortCanningRoad , Stamｭ
fordStreet , NorthBridgeRoad ,ColemanStreet , ColomboStreet , HighStreet ,HillStreet ,
NewBridgeRoad , NorthCanalRoad , SouthBridgeRoad , PickeringStreet , TelokAyer
Street , CrossStreet , SouthBridgeStreet そ し てマ ー リ 女神寺院で休憩 し た後， NeilRoad ,
KretaAyerRoad を通 っ て ヴ ィ ナ ー ヤ ガ寺院に到着す る 。
40) 朝食 と し て一般的な イ ド ゥ リ i t li ， イ デ ィ ヤ ッ パ ン i tiyappαm， ヴ ァ ダ イ ωaai， ス イ ー ト の
ケーサリた ecariなどとコー ヒーである。
4 1) ヴ ィ ナ ー ヤ ガは象頭の神で， シ ヴ ァ の長男， ム ルガ ン の兄であ る 。 ガ ネ ー シ ャGanesha ， ガナ ノ f
ティ Ganapathi，ヴィグネーシュヴァラ Vignesvaraなどと呼ばれる。日本では歓喜天に対応
する。
42) ミ ル ク 粥は タ ミ ノレ社会で一般的に見 ら れ る供物で， 儀礼的状態の変化を示す。 詳 し く は 田中
[2002bJ を参照。
43) 復路はKeong Sail 王Road ， NeilRoad , MaxwellRoad , RobinsonRoad , CrossStreet , Cecil
Street ,D'ArmediaStreet ,MalaccaStreet ,MarketStreet ,ChurchStreet ,SynagogueStreet ,
SouthCanalRoad , NorthCanalRoad , HighStreet , St.Andrew'sRoad , StamfordRoad ,
FortCanningRoad ,ClemenceauAvenue ,TankRoad であ る 。
44) キ至路はRiver ValleyRoad , KillineyRoad , OrchardRoad , ClemenceauAvenue , Tank
Road であ る 。
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45) 以下ではたんに ヴ ィ シ ュ ヌ 寺院 と呼ぶ。
46) 2005 年の タ イ ・ プー サ ム で は， ア ラ フ ・ カ ー ヴ ァ デ ィ は午前2 時か ら午後6 時ま での聞に 出
発しなければならない。さらに登録料のレシートの色によって，午後 2時を境に「午前」と「午
後」の 2つに出発時間が分けられている Oミルク壷を頭に乗せる所作と木のカーヴァディは午前
0 時5 分か ら 出発可能。 背中に小さ な山車を引 く カ ー ヴ ァ デ ィ ira t，α kil va ti は午前2 時か ら午後




47) 1993 年に7 ，000 ， 1995 年に7 ，700 ， そ し て1996 年に は9 ，500 名の参加者が記録さ れてい る 。 最
近では 2001年に 1 5， 000， 2002 年に20 ，000 名が参加 し てい る 。2001 年か ら2002 年の急増につ い
ては不況を原因とする説明がある [Stra its Times2002.1.19J 。
48) こ れにつ いて は筆者未見。 イ ン タ ビ ュ ー に よ る 。Bab [1976:15J 参照。
49) た と えば， 5，000 人の食事を用意 し た [Straits Times1946.1.19J と か， 前 日 の山車の写真を掲
げる [Stra its Times1946.2.5, 1950.2.2, 1965.1.19J な ど。 タ ミ ル新聞だ と194 年に はチ ェ ッ
ティヤー lレたちが人々に食事を振る舞っている写真と記事が掲載されている [T，αmil Murasu
1949.1.19J 。 同 じ く 翌年の 「ス ト レ イ ツ ・ タ イ ム ズ~ (1 950年 2 月 2日付)ではチェッティヤー
ルの活動を詳しく伝えている。
50) チ ェ ッ テ ィ ヤ ー ルは， 政府の規制に た い し かな らず し も盲従 し てい る わ けではな い。 た と え
は 1 996年の寺院改築にともなって出版された書物では，信徒が不快とみなすような規制を強化
することには跨踏していること，信徒はムルガン神と同じくらい重要であり，信徒が不快に思う
ことはムルガン神も不快に思うとさえ述べている [Palappan 1996:3 1] 。
5 1) タ イ ・ プ ー サ ム の時ではな いが， ド イ ツ人の商人がカ ー ヴ ァ デ ィ を行 っ てい る写真が記事と と
もに紹介されている [Straits Times1980.8.13J 。






53) 最近ゲ ス ト と し て招かれた環境省大臣 リ ム ・ ス ィ ー ・ セ イ はつ ぎの よ う に答えてい る 。 「 こ れ
[インド系以外の民族集団が参加していることについて]は，すばらしいできごとだ。そのよう
な[民族の]相互協同や相互理解を何世代にもわたって浸透させ続けることができると思う」
[StraitsTimes2002.1.19J 。 ま た19 年1 月31 日 の テ レ ビ ・ ニ ュ ー ス では財務大臣 リ チ ヤ ー
ド・フ一博士のつぎような言葉を紹介している o I こ の儀式でわた しが発見 し た興味深い こ と
がらは，人種を横断する inter-racialことがらである。それは統合へのすばらしい方法である」
(NationalArchives の記録よ り ) 。
54) 言語につ いて は1990 年に O レ ベ、 ルの試験が， 従来の中国語， マ レ 一語， タ ミ ル語に加え， ベ
ンガル 2吾，グジャラーティ i吉，ヒンディ一語，パンジャーブ 2喜，ウルドゥ - a吾の 5つのどれかで






できるOなお，ヒンドゥー・センターが発足した 1 978年にタミル言語文化協会 Tami l Language
CulturalSociety が生ま れてい る が， こ れは明 らかに非 タ ミ ル系の動 き に反撮 し た も のであ ろ う 。
55) 1983 年5 月 に タ ミ ル系の教員組合が英語だけでな く タ ミ ル語で も教え る よ う に教育省に訴え
ている [Stra its Times19830503 1] 。
56) 後述す る よ う に ， カ ー ヴ ァ デ ィ の絵は教科書の副読本に認め られ る が， 教科書に タ イ ・ プー サ
ムは出てこない。
57) [LeeandRajoo1987:404J を参照。
58) r タ ミ ル ・ ム ラ ス 』 紙は 1 935 年創干Ij ， 1936 年に独立 し1937 年12 月 よ り 日刊 と な る 。 ム ラ ス
muracu は タ ミ ル語で ニ ュ ー ス を知 ら せ る 太鼓を意味す る 。 「 タ ミ ル ・ ム ラ ス 』 に つ い て は，
[Sundaraju 1990J が詳 し い。 し か し ， 1950 年か ら65 年ま での英字新聞 『 ス ト レ イ ツ ・ タ イ ム
ズ」では露骨な批判は見られない。
59) 6 つ ti ru の顔 muたαm を も っ人 と い う 意味の ム ルガ ン の別名。
60) 1970 年代か ら80 年代に か け て の英語新聞紙上の タ イ ・ プ ー サ ム を め ぐ る 論争に つ い て は
[Sinha1993:832~ 833J を も参照。 『 タ ミ ル ・ ム ラ ス 』 の調査は1960 年代ま でに と どま っ てい
て，調査中である。クリシュナンによると， 1980 年代にな る と そ の批判的傾向はな り を潜めて
いく [Krishnan ， GauriParimoooFollowingMurukan:TaiPusaminSingapore , http:jj
muruganoorgjresearchjgauri_krishnanohtm(200401.50)J 。
6 1) こ の禁止の実質的な規制は警察に よ っ て197 年に始ま る 。 だが， Sinha [1993:832-834J
によると，ヒンドゥー寄進局が禁止を緩和するように警察に訴えたとし寸。しかし，その後ヒン
ドゥー寄進局も警察にしたがって禁止を強化する立場をとった。
62) 英語 と タ ミ ル語で表記さ れて い る 。 タ ミ ル語では， ωiPPi1 cα vila tot αゅilti 1] αvitimu! ，α仇αlであ
る。
63) 同 じ指摘につ いて は[Willford 2002:258no15J があ る 。
64) マ レ ー シ ア の タ イ ・ プー サ ム を分析 し た リ [ーLe 1989J は ， バ ブに た いす る批判を示 し て
はいないが，やはりそこに少数民族としてのタミル(インド)系マレーシア人の意識を認めてい
る。




[Collins1997:102, Lee1989, Willford2002J を参照。[Lee andRajoo1987, Willford2002J
は，エリートのタミル人たちの活動についても論じている。マレーシアのタイ・プーサムについ
ては{也に [Ward 1984J も あ る 。
66) 釈迦の誕生， 覚醒， 人減を記念する 日 O こ れ ら三者は同 じ 日 と み な さ れてい る 。
67) た だ し ， か つ て タ イ ・ プ ー サ ム の 日 は祝 日 の法案が施行 さ れ る1968 年 ま で祝 日 で あ っ た
[Sinha1987:130J 。
68) 日 本語でパ フ ォ ー マ ン ス と い う 言葉に含ま れて い る 嘘臭 さ が フ ラ ン ス の語spectacle に も認め
られる [Mann ing 1992:293J 。




70) 観光 と 真正 さ と の関係につ いて は多 く の議論があ る が， 先駆者の マ ッ カ ネ ル [MacCannell




いては [Olsen 2002J を参照。 他に [山下1999: 28-30J があ る 。
7 1) 観光， と く に文化的な真正さ を求め る エ ス ニ ッ ク ・ ツ ー リ ズ ム の問題につ いて は[van den
BergheandKeyes1984J を参照。 かれ ら は， 観光客が も っ と も嫌 う の は観光地にお け る観光
客の存在だと指摘しエスニック・ツーリズムの困難さを論じている。
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